
大きな目標に向かって…やったあ！ 

                     ２９期 竹本治男（大鶴） 

１０月１８日（月）待ちに待った発表日です。分厚い速

達郵便…万歳！うれしい嬉しい「第８回日展（入選）」通知。 

青春時代から「好きなこと・自分にできること・人に喜

んでもらえること」をモットーに書道に心を燃やしてやっ

てきました。北野定時制時代から日本の総合美術展として

権威のある「日本美術展覧会（日展）」に入選したいと頑張

ってやってきましたが、落選、落選…の数十年…あきらめ

ずこつこつ筆を持ち続けて精進してきました。学友・先輩

や恩師、書道の師匠・仲間・お弟子さん達…いろいろな出

会いの人たちにお世話になり励ましていただき、うれしい

ご報告ができたことを大変うれしく思っています。 

思えば２０１１年（平成２３年）第４３回日展（書）６４歳で初入選してから 

２０１８年（平成３０年）改組新第５回日展（書）７１歳まで８年連続入選させてい

ただきましたが作品表現のはばを広げたいと「縦書き作品から横書き作品にチャレン

ジ」しました。昨年、一昨年と落選…今年こそはと初心にかえって作品締め切り前日

まで書き続けました。「積み重ね、積み重ねても、また積み重ね」と思いつつ… 

コロナ禍の中、昨年同様今回も開会式のテープカットや入選祝賀懇親会などのイベ

ントは中止になりましたが、10 月２８日（木）六本木の国立新美術館で「日展」を鑑

賞してきました。感動と感激を心に秘め、次への創作活動に精進したいと思っていま

す。 

今回の私の作品は宋の時代の「米
べい

ふつ」の書風を基調に余白美と強い線条をモット

ーに１７０㎝×７０㎝の画仙紙に２０字の漢詩を横型式に展開しました。いかに生命

力を注ぎ込めるか挑戦してみたく作成しました。 

来年は後期高齢者（７５歳）になりますが北野高校定時制時代に心に誓った大きな

目標に向かってチャレンジし続けたいと思っています。 

今回の「日展」は六本木の国立新美術館をスタートに京都・名古屋・大阪・安曇野・

金沢と巡回します。大阪展は 来年２月２６日（土）～３月２１日（月）天王寺の大

阪市立美術館で開催されます。愚作ですが鑑賞していただければ幸いです。 

２０２１年（令和３年）１１月１０日 記
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入賞作品：題名【 江 行 】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 科（書の会場） 

展示会場（国立新美術館） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品と私 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４科（工芸美術の会場） 

第１科（日本画の会場） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３科（彫刻の会場） 

第２科（洋画の会場） 


